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火山噴火への備え
Ⅳ　その他

大雪時における対応
Ⅳ　その他

Ⅳ　
そ
の
他
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　本市に被害を及ぼすおそれがある火山としては、富士山、箱根山があります。
　八王子市から富士山山頂火口までは距離があるため、溶岩流や火砕流などの被害を受けることはありま
せんが、大規模な噴火が発生した際には、降灰による次のような被害が想定されます。

□濡れると道路が滑り易くなるほか、視界が悪化
□雨どいや側溝、下水道などの詰まり
□降灰時の車のワイパー使用によるフロントガラスな
　どの損傷
□空調機器や電子機器などの故障
□農作物の収穫量への影響
□電車等、公共交通機関への影響

□目への影響
　・火山灰は鋭くとがっているので、目に入ると非常に痛く、こすると結膜炎や角膜剥離を起こします。
□呼吸器系への影響
　・火山灰を吸い込むと気管や肺が傷つけられ、幼児や高齢者の方は呼吸器系の病気になる可能性があります。
　・わずかな降灰でも、ぜんそくなどの持病がある方は注意が必要です。
　・1cm以上の降灰になると、健康な人でも呼吸器に障害が出る可能性があります。
□皮膚への影響
　・火山灰が肌に付くとベタベタします。髪の毛に付着した火山灰は取るのが大変です。
　・火山灰に火山ガスが付着している場合には皮膚炎を起こすこともあります。皮膚の弱い方は、肌を露出させ
　　ない等の注意が必要です。

□無用の外出を避け、窓を閉め、なるべく屋内に留まる（呼吸器系が弱い人は特に注意）。
□火山灰をまきあげるため、不要な車の運転はしない。
□外出には防じんマスク、防じんメガネを使用。防じんマスクがないときは、濡らしたハンカチで代用する。
□排水口、雨どい、換気口、建物、機械等の中に、極力火山灰を入れない。
□濡れた火山灰の上は滑りやすいので、はしごや屋根に登るときは注意する。

□不要不急の外出は控える
□気象情報をこまめにチェック
　公共交通機関が止まり、道路も通行できなくなる場合があるので、
　外出している場合は、早めに帰宅する。
□自動車に乗る際は、必ずスタッドレスタイヤなどの雪用タイヤ、または
　チェーンを装着
　（雪道で動けなくなると、交通渋滞を発生させる原因になります。）
□カーポートなどはこまめに雪おろしをする
　（平成 26年 2月の大雪では、カーポートや物置、ビニールハウスなどがつぶれる被害が多く発生しました。）
□積雪後は、路面が凍結するため転倒しないように注意
　（滑りにくい靴を履く。小さな歩幅で歩く。靴の裏全体をつけて歩く。）

出典：内閣府　富士山火山広域防災対策基本方針　資料より

富士山防災マップ（降灰の影響がおよぶ可能性の高い範囲）

　見た目は雪のようにきれいに見えることもありますが、人体に様々な健康被害をもたらす可能性があります。

□自宅前の雪かきにご協力を！

除雪のルール
動画でも

路面の悪化を招き、事故の原因
にもなります。

水路などに雪を落とさないよう
にしてください。

雪を道路に捨てない 雪は道路の脇に寄せる

□路上駐車は絶対にやめましょう！

□消火栓周辺の除雪を！

八王子市道路除雪作業補助金
　町会などが実施する建設機械などによる除雪作
業に対して補助を行っています。補助額は１回の降雪
につき、建設機械等１台あたり上限１万５千円です。
　対象は次のすべてに該当するものです。
・市道、道路管理者の承諾を得ている国道・都道の
　除雪
・町会等が自ら又は事業者に要請して実施する、公
　道走行が可能な重機、または手押し式の除雪機に
　よるもの
・積雪量がおおむね１０cm以上の降雪に伴うもの

　生活道路の除雪は市民の皆さんの協力のもとに成り立っています。
近所の方々と協力して、除雪にご協力をお願いします。

　路上に車があると除雪ができないこともあります。
　また、緊急車両や、バス等の通行に支障をきたすことがありま
すので、路上駐車はやめましょう。

　消火栓が雪で覆われてしまうと、火災発生時に消火活動の支障となります。除雪の際は移動した雪で消火栓が
埋まらないようにするとともに、お近くの消火栓周辺の除雪にご協力をお願いします。

問い合わせ先　道路交通部補修センター
電話 625-3526　　　
  FAX 625-7193　　　

ハザードマップにおける

第１次ゾーンの範囲外で、ハザードマップ
において、以下のいずれかの可能性がある
範囲

第１〜２次ゾーンの範囲外で、ハザードマ
ップにおいて、以下の可能性がある範囲

第１〜３次ゾーンの範囲外で、ハザードマ
ップにおいて、以下の可能性がある範囲

八王子市

大雪に備えるポイント

降灰による本市への影響

降灰による体への影響

降灰時の留意事項

除雪に関するお願い

除雪のルール


